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簑1裂皮程度の年次変異
1　は　じ　め　に

需要に即した農産物の高品質化が近年は人きな課題となっ

ており．大豆の品質では裂皮が問題の一である。裂皮が発

生すると∴煮豆や納豆の外観品質を低下させるだけでなく，

脂質の酸化が進行しやすいため，豆腐やもやし等では味が

低下すると業者間でいわれている。

裂皮粒の発生程度は，品種間．栽培年次．環境条件など

で異なることが報告されている1・2）。そこで，宮城県の奨

励品種を中心に裂皮の年次聞及び品種間の差について検討

した。

2　試　験　方　法

宮城県の奨励品種決定調査で1980年から1989年までの10

年間のうち，3年以上供試した16系統の他．タチユタカ，

トモユタカ，コスズ，スズユタカ，タンレイ，ミヤギシロ

メの各品種について，裂皮粒の発生程度の実態を調査した。

奨励品種決定調査実施場所は宮城県農業センター畑作圃

場で，主な耕種概要は次のとおりである。播種期は5月25

円前後，a当り施肥量は元肥で窒素250g．燐酸750g，加

里1000g，栽培様式は畦幅75cm株間20cml株2本立て，栽

植密度はポ当り13．3本，試験は2反復で実施した。

収穫後．裂皮粒の発生率を大豆育成系統試作基準に従

い0％を0，1～5％を1，6～14％を2，15～29％を3，

30－49％を4，50％以上を5の6段階に分け，その結果を

基に比較検討した。

3　試験結果及び考察

（1）品種間差異

1987年，1988年及び1989年の各年における刺ヒ93号の裂

皮程度は，2．4，5であり他の系統より明らかに高かっ

た。一方タチユタカは，1982～1985年の4年間とも裂皮程

度は0で，東山131号，スズユタカ，タンレイ，ミヤギシロ

メに比べ低い値である（表1）。これらの結果から裂皮程

度は，東北93号で高く，タチユタカは低く，本県の奨励㍊

種であるコスズ，スズユタカ．タンレイ，ミヤギシロメは

他の系統と同様にこれらの中間程度である。以1二のように

裂皮程度について品種間差異の大きいことは，これまでの

知見日と一致した。

（6段階評価）
品 甑 竺
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0 0 0 ．0
乗 」ヒ　 8 1 号 0

1

Ⅰ 1 0 ．8
〝　　　 8 3 号 1 1 2 1 ．3
〝　　　 8 4 号 0 0 2 0 ．7

コ　　 ス　　 ズ 1 0 2 1 ．0
東 山　 14 0 号 1 1 0 0 ．8

14 2 号 0 0 2 0

0

0 ．5

14 3 ぅ 1 0 0 0 ．3
14 5 号 0

1

0 2 0 ．5
1 4 7 号 0

0

2 0 0 ，5
東 北　　 9 0 号 2 2 l Ⅰ，7

9 3 号 2 4 2 3 ．3

東 山　 1 5 0 号
2

0 1 0 0 ．3

ト　モ ユ タ　 カ l 0 1 】，0
ス ズ ユ タ カ 1 1 0 1 0 ．7

タ　 ン　 レ　 イ 1 0 0 1 1 0 2 1 0 1 0 ．7
ミヤ ギ シ ロ メ 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 ．7

梨 皮 程 度 平 均 1．1 0 ．4 0 ．6 0 ．7 0 ．8 0 ．3 】．4 0 ．7 0 ．3 0 ，8 0 ．9

往 ． 年 次 裂 皮 程 度 平 均 は ． 東 北 9 3 号 を 除 い た 数 値

（2）百拉垂との関係

宮城県の奨励品種であるコスズ，スズユタカ，タンレイ，

ミヤギシロメの裂皮程度を調査した結果では，コスズは，

少発／l二年には百粒垂が最大で，多発生年は百拉垂が最小で

あるなど，百粒垂と裂皮程度との間には関係がみられなかっ

た（図1）。これは百粒垂が大きいほど裂皮程度が高くな

るというこれまでの知見2）とは異なった。
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図1百校垂と裂皮程度との関係

（3）年次間差異

裂皮程度の高い刺ヒ93号を除く各系統の年次別の裂皮相
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度の、ド均伯は，1980年と1986年を除いて，0．8以下であっ

た。】980印の平均帆は1．1，1986年の平均値は1．5と他の咋

次より高い傾向がみられ，特に1986年は裂皮程度2のもの

が10系統で供試系統の3分の2を占めた。一万前年の1985

年の裂皮程度の平均伯は0．3と試験年次中最も低く，供試

系統の約77％は裂皮程度が0であった。したがって，裂皮

程度は年次間で人きく変化するといえる。

裂皮程度の年次間差異の原因を明らかにするために．裂

皮程度の低かった1985年と，高かった1986年の気象を比較

した（表2）。タンレイ及びコスズの裂皮程度は，1985坪

は，0，1986年では2であったが，成熟期前25日間におけ

る最高気温の平均は，コスズでは1985年が21．8℃，1986年

が22ぷC．タンレイでは1985年が20．5℃，1986年が22．3℃

である。したがって崩高気温は裂皮程度に直接的には影響

しないと考えられる。

次にこれらの期間に降雨と乾燥を繰り返した回数は．コ

義2　裂皮拉多発生年と少発生年の気象比較

（コスズの場合）

スズでは1985年が4臥1986年が2回であり，タンレイで

は1985年が3回，1986年が3回であった。前日まで降雨が

あり，降雨がなかった当口の最高気温は，1985年では28．6．

23．1．24．6，20．8，22．0（平均23．8）℃．1986年では28．8，

17．6．21．4，20．9（平均22．2）Ocであった。このことから

降雨の翌日の気温の高いことは裂皮程度に影響を及ぼさな

いと考えられる。

1985咋と1986年の気象条件で大きく異なっているのは．

巌′ト混度が45％未満の日の連続日数である。これらの日が

連続したのは．1985年では9月8－10日，13－14日，26～

27日，10月2－3日，1986年では，9月11～13日，22－26

日である。1986年では9月22～26日と，5日間連続してい

る期間がある。この期間は．コスズでは成熟期13～17日前

に，タンレイでは21～25日前にそれぞれ当る。両品種とも

裂皮程度が高かったことから，成熟期前13～25日ころの湿

度が裂皮粒の発生に関与しているのではないかと考えられる。

芸 還 芸 日数

1 1 日 12 13 14 15 1 6 17 18 19 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7

19 8 5

最 高 気 温 18 ．1 2 0 ．9

4 ．0

24 ．3 19 ．7 2 2 ．3 18 ．8

2 6 ．5

2 2 ．2 18 ．8 2 2 ．5 2 3 ．1 2 5 ．8 2 5 ．5 2 1 ．1 2 8 ．6 2 9 ．4 2 9 ．3 2 9 ．4

日 照 時 間 0 ．2 9 ．1

5 9

－ － 9 ．7

5 4

－－ 5 ．3 8 ．9 7 ．5 5 ．3 1 ．3 3 ．6 9 ．2 9 ．3 8 ．1

降 水 量 1．5 3 ．5 1 ．0 14 ．5 1．0 0 ．0 0 ．0 4 ．0 0 1 ．0 0 ．0 0 ．0 6 ．0

最 小 湿 度 6 8 6 5 8 5 8 1 7 3 68 5 7 4 8 39 58 7 0 3 4 3 4 3 5 6 4

19 8 6

威 高 気 温 2 0 ．8 2 3 ，7 2 3 ．9 2 6 ，0 2 5 ．8 17 ．6 18 ．9

12 ．0

2 3 ．3 2 6 ．3 2 8 ．8 2 0 ．7 2 4 ．8 2 4 ．8 2 2 ．8 2 6 ．7 2 5 ．8 2 8 ．3

日 照 時 間 7 ．8 10 ．7

32

9 ．5 7 ．6

4 0

11 ．6 2 ．9 6 ．1

4 2

7 ．0 －・－ 2 ．9 5 ．2

6 0

0 ．8 3 ．8 6 ．2 10 ．6

降 水 量 0 ．0 － 0 ．0 0 ．0 2 6 ．0 0 ．0 2 ．0 3 ．5 0 ．0 0 ．0

最 小 湿 度 5 1 4 1 44 4 2 9 1 5 1 54 7 5 62 65 4 8 4 2 3 4

（タンレイの場合）

成 熟 新前 日数

簑 モ 象 要 素 1 1 日 12 1 3 1 4 15 16 17 18 19 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7

19 8 5

最 高 気 温 2 2．2 2 0 ．8 18 ．2

10 ．5

15 ．6 18 ．3 19 ．9 2 4 ．6 18 ．1 15 ．2 18 ．1 2 0 ．9 2 4 ．3 19 ．7 2 2 ．3 18 ．8 2 2 ．2 18 ．8

日 照 時 間 10 ．3

38

1．1 － ー 7 ．7 10 ．5

2 8

－ －－ 0 ．2 － 9 ．1

5 9

ー － 9 ．7

5 4

－
降 水 虫 0 ．0 5 8 ．5 8 ．0 0 ．0 13 ．5 2 6 ．0 1．5 4 ．0 3 ．5 1．0 2 6 ．5 14 ．5

最 小 湿 度 5 4 9 3 88 6 8 4 2 8 9 8 0 68 6 5 8 5 8 1 7 3 6 8

19 8 6

最 高 気 温 2 0 ．7 17 ．6 2 4 ．1 2 2 ．4 2 0 ．0

8 5

2 4 ．9 2 2 ．5 2 3 ．2 2 0 ．8 2 3 ．7 2 3 ．9 2 6 ，0 2 5 ．8 1 7 ．6 18 ．9 2 3 ．3 2 6 ．3

日 照 時 間 4 ．1 － 3 ．7 0 ．8 8 ．6 0 ．5 6 ．5 7 ．8 10 ．7 9 ．5 7 ．6 1 1．6 2 ．9 －

5 1

6 ．1

降 水 量 7 5 3 5 9 0 0 0 0 0 0 0 12 0

最 小 湿 度 5 7 7 6 5 8 7 6 72 4 6 6 4 5 6 5 1 3 2 4 1 4 0 4 4 4 2 9 1 4 2

注．1986年が裂皮拉多発年

4　ま　　と　　め

（11裂皮程度は年次及び品種間差が大きい。品種別では

東北93号は発生しやすく，タチユタカは発生しにくい。本

県の奨励品種のコスズ，スズユタカ，タンレイ，ミヤギシ

ロメはこれらの中間程度であった。

（2）百校垂と裂皮精度の間に一定の関係は認められなかっ

た。

（3）成熟期的13－25日のうちで多雨後最小湿度45％未満

の気象が継続し．立毛中の大豆が急激に乾燥する条件で裂

皮程度が高まる傾向がみられた。
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